
ミニ３００Ｂクロスシャントプッシュプルアンプ ＡＲＩＴＯ＠伊吹南麓

ＣＳＰＰアンプといえば、出力管に三極
管が使われることは稀で、大半は多極
管が使われます。これは概して多極管
の方がgmが高いため、ＣＳＰＰの深いカ
ソード帰還の恩恵が大きいことが理由
だと思います。私自身もＣＳＰＰアンプに
三極管を起用したのは７１１９の時だけ
で、その時もできるだけgmの高い球を
出力管に選ぶことが念頭にありました。

一方で三極管、特に３００
Ｂ等の直熱三極管は、音
の良いマニア垂涎の球と
して長くアンプビルダーに

重用されてきた歴史があります。 今回
はＣＳＰＰとしてはあまり使われることの
無い直熱三極管にスポットを当て、ＣＳ
ＰＰアンプにしたらどのような音が出る
のかを確かめたいと思いました。

３００Ｂ大会ですからＷＥの球を使い
たいところですが、そのような経済力は

私にはありませんので、
ミニ３００Ｂと呼ばれる
ソブテック２Ａ３を使い
ました。アンプ部

回路図

２Ａ３はバイアスが深いため、通常の回路でもドライブが難しい球の筆
頭に挙げられる球ですが、それをＣＳＰＰにすると本機の条件で出力段
の利得は推定０．９１倍と、出力電圧よりもドライブ電圧の方が高くなっ
てしまいます。普通に考えるとドライブ段に５００Ｖ以上の電圧を掛けな
いとドライブできませんが、何とか回路を複雑にせずにドライブできない
ものかと考え、本機のハイライトであるチョーク負荷とすることにしまし
た。加えて電圧増幅段を単段で済ませるためＣａｓＣｏｍｐ応用回路を用
いて、非常にシンプルながら必要な利得、振幅を稼ぐことができまし
た。

ＣａｓＣｏｍｐ応用回路は利得がＲＬ／Ｒｋとなりますので、チョークと次
段のグリッド抵抗の合成インピーダンスのＦ特がそのまま初段のＦ特に
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周波数 [Ｈz]

2A3CSPPｱﾝﾌﾟ 周波数特性 （Ｌch、8Ω負荷、1V出力）

NFB無し

NFB = 12.74dB (位相補償素子無し)

NFB = 12.74dB (位相補償素子47p有り)
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周波数 [Ｈz]

2A3CSPPｱﾝﾌﾟ ｸﾛｽﾄｰｸ特性 （8Ω負荷、1V出力時）

Lch → Rch

Rch → Lch

なります。
したがって高域に至るまでインピーダンスが高く、かつ素直に減衰す

るインピーダンス特性を持つチョークでないとアンプの性能に悪影響を
与えてしまいます。本機ではチョークのボビンを三分割することで容量
成分を抑え、高域まで高いインピーダンスを保つチョークを作りました。

最終的には、やや深めのオーバーオールＮＦＢに頼りましたが、何と
か所望の特性は得られたように思います。

２０１３．３．３１
前川有人（滋賀県米原市）

0.1

1

10

100

1 10 100 1k 10k 100k 1M

出
力

ｲ
ﾝ
ﾋ
ﾟｰ

ﾀ
ﾞﾝ

ｽ
[Ω

]

周波数 [Ｈz]

2A3CSPPｱﾝﾌﾟ出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ特性（Lch、注入法）

NFB無し

NFB = 12.74dB


